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地域と学校の連携推進だより 

地域から学校はどう見えているの？ 

https://www.youtube.com/watch?v=QRnX0PLR-No 

【津別ニュース】津別高校生 新しい看板を制作中！！ 

教員育成産官学連携プロジェクト 地域連携オンライン研修会「第４回 地域連携の実際」から 

河本農場代表 河本 純吾 氏 
北海道津別高等学校学校運営協議会副会長 

 
学校は本当に 

地域にオープンですか？ 

11 月 26 日に開催しました研修会の「地域から見た学校連携」の中で、津別高校学校運営協議会副会長の河本氏
にお話いただきました。河本氏からお話された学校連携の問題提起とメッセージをご紹介します。 

 
「地域の人たちは困っている人を助けたいと思っているし、頼られたいと思っている。」 

 
 学校に協力することは、いつでもウェルカムです。先生方は忙しいと思うけれども、ぜひ地域との関わりをもっ
てほしいと思っています。ほとんどの地域で少子高齢化が進んでいて、学校も地域も人材不足です。未来を担う子
どもたちを育てるため、ともに手を組んでいく必要を感じています。 
また連携組織は大切ですが、大抵学校は管理職の方しか入っていません。かつて校長先生と教頭先生が同時に異

動されて、連携が途絶えてしまったことがありました。連携を維持するためには、地域のキーマンとつながること
が重要です。地域コーディネーターがいれば良いですが、そうでない場合、地域の方を広く知っていて繋いでくれ
る人に相談することが大切です。そんな人と出会うためには、先生方が、ぜひ地域に出向いてみてください。困っ
ていることを素直に伝えて、頼ってくれたら必ず良い出会いがあり、良い関係がつくれます。探究的な学習が進ん
でいる今、地域の人との関わりが強くないと進んでいかないのではないかと思っています。 

「コミュニティ・スクールとは？」 

紋別市ＣＳアドバイザー 名達 和俊 氏 

 

「地域との連携・協働による生徒の変容」

北海道津別高等学校教諭 山本  衛 氏 
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学校はどんな取組をしているの？ 

 
完成しました! 

地域連携は「ひと」「もの」「場所」が基本です。津別
高校は、町について学び、考え、解決する「つべつ学」
を地元企業や北海道大学からの協力を得て、町をフィー
ルドに全教職員で実施しています。 
今年度は、地元企業に協力をいただき、生徒の探究学

習の提案を在学中に実現することができました。生徒達
は、体験を通して郷土愛や挑戦する力を着実に身に付け
ることが出来ています。 

皆さんの学校の会議は「観客型」ですか？「参加型」
ですか？会議では、参加者が内発的な動機をもって、自
分事として関わることが大切です。特に地域と学校との
会議の場面では、「教育言（幻）語」を多用せず、情報を
共通理解することで初めて、対等な対話が成立します。 

社会は、大きく変化し
ています。その変化に対
応する 1つの手段がコミ
ュニティ・スクールで
す。この仕組みを活用
し、地域の子どもを地域
で育てるため「地域とと
もにある学校づくり」を
目指していきましょう。 

「学校の情報や想いは、思うほど地域に伝わっていないよ」 
 
学校の情報をＨＰや広報に載せているだけでは、地域にほとん

ど届いていません。学校の教育活動に直接関わっている人はほん
の一部です。 
数年前、高校のビニールハウスが倒壊したと当時の教頭先生か

ら相談がありました。学校はビニールハウスの倒壊を防ぐ方法を
知らず、また、地域もそのような情報を知らず、おせっかいをして
学校を助ける人がいなかったのだと感じました。 

 
「小・中学校と高校、組織が違うかもしれないけれど、 
同じ町にある学校。地域にとっては関係ない。」 

 
 小・中学校と高校、学校運営協議会が別々に開かれていてもった
いないと思っています。町の子どもたちのことなのだから、情報交
換や勉強会は一緒にできれば良いのにと思っています。 
 


